
事業調査報告 【報告者】
笠間建（（株）コミューナ）



本日の内容

1. 事業調査内容

2. 三陸・常磐沖における魚種・漁獲量の変化に関する統計調査

3. ケーススタディ（事業者の取組状況にかかる調査及びヒアリング）
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1．事業調査内容

（１）三陸・常磐沖における魚種・漁獲量の変化に関する調査
※「海面漁業生産統計調査」をとりまとめ

（２）全国において魚種変化に対応して商品化及び販路開拓、
ブランド化等を行っている事業者の取組状況にかかる調
査及びヒアリング
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海面漁業生産統計調査とは？

海面漁業生産統計調査は、海面漁業の生産に関する実態を明らかにし、水産行政の基礎資料を整備する
ことを目的とする。（根拠法：統計法（平成19年法律第53号）第9条第1項）

【調査の対象】
海面に沿う市区町村及び漁業法第138条第5項の規定により農林水産大臣が指定した市区町村の区域内にある水揚機関及び海面漁業経営体
を対象としている。

農林水産省「 海面漁業生産統計調査の概要」 https://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/kaimen_gyosei/gaiyou/index.html#1
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個々の魚種の現象のメカニズム解明の難しさ

【出典】サンマの不漁要因解明について（調査・研究の進捗）、国立研究開発法人水産研究・教育機構（令和5年4月） 11



個々の魚種の現象のメカニズム解明の難しさ

資源量、供給力、需要にはそれぞれ「タイムラグ」があり、経営・ビジネス環境も要因となる。

【出典】サンマの不漁要因解明について（調査・研究の進捗）、国立研究開発法人水産研究・教育機構（令和5年4月）
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海面漁業生産統計を中心とした本調査のみでは、
様々な要因が複合的に関係する

漁獲量変化を説明するには不十分で、
利用可能性のある魚種

について特定したり、予測を導き出すことは
できなかった。

が、
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漁業・水産業界にとっては、
年ごとの変化と長期的な変化に対応する柔軟な視点を
持ち、新しい漁法への対応や新商品の開発など、

常に新たな取り組みに挑戦する姿勢が重要
であることが示唆された。
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おもいを、カタチに。みんなを、ゲンキに。
Communication Support and Customer Satisfaction
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そのような「業界」であるため、全魚種について最小二乗法による回帰式を算出したが、その回帰式の説明力を示す「決定係
数（R二乗）」は、「普通」程度とされる0.5以上のものですら少なく、漁獲量全般的にばらつきが出やすいことを示した。漁業
はそもそも年ごとの漁獲量の変化が大きく、漁業者はそれに対応しなければならない業種・業態であることとが示唆された。

5.総括視点

視点① 漁獲量変化は様々な要因により一定ではなく、年ごとの変化に対応する必要

視点② 一部の魚種での増加傾向と減少傾向の存在と長期的な対応視点の重要性

・資源が枯渇したり、資源回復のために禁漁したり、資源が回復した（資源量の推移の要因）
・水揚げ時のいわゆる「ハマ値」が安いので、漁師があまり捕らなくなった（プライシング要因）
・台湾船・中国船など他国の漁船との競争に負けて漁獲量が減った（マーケティング要因（競争））
・震災で漁具やノウハウを失い、特定の漁法を止めたので漁獲量が減った（設備・人的要因）
・船種や漁具、漁法を更新したことでどんどん水揚げできるようになった（設備・技術要因）

海面漁業生産統計を中心とした本調査のみでは、様々な要因が複合的に関係する漁獲量変化を説明するには不十分で、
利用可能性のある魚種について特定したり、予測を導き出すことはできなかった。

一方で、漁業・水産業界にとっては、年ごとの変化と長期的な変化に対応する柔軟な視点を持ち、新しい漁法への対応や
新商品の開発など、常に新たな取り組みに挑戦する姿勢が重要であることが示唆された。

もともと漁獲量については様々な要因が存在し、かつ複合的である。例えば下記の要因などが自然環境以外にも考えられる。

前述の視点①にもかかわらず、一部の魚種についてはこの20年間で増加傾向と減少傾向が見られ、特に減少傾向の魚
種が増加傾向の魚種よりもはるかに多かった。漁業関係者は、年ごとの変化に加え、こうした長期的な魚種の傾向なども
鑑み、新たな漁法への挑戦や商品開発などを行う取り組みを継続しなければならないことが示唆された。

なお、海面漁業生産統計の数値は「資源量」を示したものではなく、水揚げされた漁獲量の数値であることに留意して、長
期的な取り組みを構想する必要がある。
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ヒアリング対象
エリア 事業内容 主な販路 商材イメージ

山徳平塚水産
株式会社

宮城県
石巻市

サバ、サンマ、イワシを中心に、レトルト処理をしている煮魚の製造販売を手掛けてい
る。サンマの不漁をきっかけに、既存の加工技術を生かしてイワシ、カツオ、チダイな
どの魚種を代替品として商品開発に取り組む。開発した商品の一つとして「石巻鯛茶漬
け」がある。

ECサイト

株式会社
布施商店

宮城県
石巻市

マダイやスズキを中心にガチ旬鮮魚やガチ旬プレミアムなどの鮮魚商品をtoB向けに販売。
近年の漁獲量の変化、魚種の変化に伴い魚種にとらわれない加工技術を売りにした経営
体制を模索している。現在は統計情報をもとに魚種の変化に予測をつけ、先を見通した
経営に挑戦している。

量販店

石山水産
株式会社

岩手県
山田町

いかのつぼぬき、さばの干物
イカを主軸とした生産加工体制のもと、2023年よりタイの水揚げが増えた（2022年比較
で1.5倍～2倍程度）ことをきっかけに、株式会社パイロットフィッシュ（以降パイロット
フィッシュ）の協力のもと「天然真鯛の贅沢茶漬け」を開発。

商社・問屋

小野食品
株式会社

岩手県
釜石市

サバ、サンマ、サケ類を中心に焼き魚や煮魚の商品を多く展開。自社のECサイト「三陸
おのや」を運営しており、海のごちそう頒布会という定期発送のサービスを展開してい
る。一番の看板商品は「サバの味噌煮」。

ECサイト、学校
給食

株式会社
おのざき

福島県
いわき市

BtoB向けの直営4店舗の鮮魚店の経営、BtoC向けにはスーパー・百貨店、飲食店等への
卸売り、その他ECでのオンラインショップの運営や、飲食店の経営を行っている。BtoB
の事業の一環で未利用魚であったカナガシラを活用したカレーの缶詰「スパイシーブ
ルー」、魚のアラを活用した「金曜日の煮凝り」などの新商品を開発 

飲食店、百貨店、
ECサイト

株式会社
ベンナーズ

福岡県
福岡市

お魚ごはん「フィシュル！」
全国各地で水揚げされた天然魚・未利用魚を活用したお魚ごはんのミールパックを定期
的に契約先にお届けするサブスクリプションサービス。2020年よりサービスが開始して
おり、現在の会員数は1万4千人ほど。

ECサイト

株式会社
淡路観光開発
公社

兵庫県
淡路市

シラス等活用した水産加工品事業、道の駅事業、農産物販売事業。
淡路島にて地域密着型の道の駅の運営を行っている。その一環で水産加工品の製造や農
産物の販売などを手掛けており、未利用魚を活用した「漁師デリ」という商品の開発を
行った。

販売業者を通じ
ての販売

株式会社
プロ・スパー

愛知県
蒲郡市

オリジナル冷凍食品の卸売事業、コンサルタント事業
全国の未利用魚を活用したオリジナルの冷凍食品の開発、経営指導等のコンサルタント
をしている。

直営飲食店、飲
食店、百貨店
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どんな話題が多かったのか？
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ワードクラウド
スコアが高い単語を複数選び出し、その値に応じた大きさで図示しています。 単語の色は品詞の種類で異なっており、青色が名詞、赤色が動詞、緑色が形容
詞、灰色が感動詞を表しています。 
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単語出現頻度
文章中に出現する単語の頻出度を表にしています。単語ごとに表示されている「スコア」の大きさは、 与えられた文書の中でその単語
がどれだけ特徴的であるかを表しています。 通常はその単語の出現回数が多いほどスコアが高くなりますが、 「言う」や「思う」など、
どの文書にもよく現れる単語についてはスコアが低めになります。 

※tf–idf (term frequency–inverse document frequency）法による分析。コーパスや収集された文書群において、ある単語がいかに重要なのかを反映させることを意
図した統計量（数値）を用いてスコアを算出した。
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係り受け分析
「名詞」に係る「形容詞」「動詞」「名詞」についての解析結果を表示します。 「スコア」は、出現回数やその係り受け関係が全組み合わせのうちに占める割合などを複合的に判断し、独自に
算出した数値です。 「スコア」が高いほど、よりその係り受け関係が重要であることを示します。 また、単語の後に「（否: 50%）」 などとついている場合、 集計された係り受け関係のうち
50%が否定表現（例：「高い」→「高くない」）として使われていることを意味しています。 ネガポジは名詞にかかる形容詞がポジティブ（ネガティブ）な単語かどうかを表しています。
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